
　フィヨルドチャレンジ体験記
（10th Raid des Trolls IN NORWAY）

2009年8月5日　有馬　一郎

 日程 2009年7月9日　～　2009年7月19日（内、レース期間7日間）

 開催地 ノルウェー王国 （ソグネフィヨルド先端部 Øvre Årdal ＆ Flåm）

 レース工程 ７ステージ７日間　合計 １６８Ｋｍ

 参加人数    選手：１２名（フランス；10名、イタリア；1名、日本；1名）
スタッフ(主催者、医師、看護師）,サポータ：１３名

 主催者 Raids＆Aventure 　　France

 概要 世界一のフィヨルドを擁する北欧の地、ノルウェーの雪解けの
山間部を走り抜けるユニークなネイチャーＲＵＮです。大自然
の壮大なスケール、荘厳さを身体全体で感じる事の出来た素晴
らしい大会でした。少人数のためか参加者全員がフレンドリー
で大家族のようなぬくもりを感じる。ノルウェーといえば中世
ヨーロッパを席捲したバイキングがイメージとして浮かんで来
ますがその史実を彷彿させる資料館やモニュメントなどが町の
中では目につく。夏のこの時期は涼しく過しやすいバカンスシ
ーズン。北極圏ではないので深夜はほぼ暗くなるが、夜は２３
時頃まで明るい。日本との時差はサマータイムで－７時間。レ
ースは至ってシンプル。但し、コースはがれ場が多く、雪道あ
り、ぬかるみありで結構ハード。私は何度も足首を挫いた。
山頂の方では冷たく強い風が吹き付けることもある。紅白のリ
ボン、石塔を目印に、自分のペースで思い思い楽しみなが走る
(歩く）というものだが時々迷う事も。走り終わり、ゴールでは
タイムや順位に関係なく全員で賑やかに迎え入れ、その達成感
に花を添える。今もその時の風を感じる印象深い大会である。

〔こじんまりしたキャンプ場だがここに立つとノルウェーに来た実感が湧く〕

キャンプ場から程近い川
・慣れるまでは1分と漬けていられないほど冷たい

　が天然のアイシングとして重宝！

･このキャンプ場から約2kmほど隔てたところに、

 オールダールという小さな町がある。

･夜は寒く滞在期間中、最低で6.6度まで下がった。



第１ステージ　7月11日　13km（7:00　16.6℃／72％RH　晴後曇り）

いよいよスタート初日である。

　オフィシャルのキャンピングカーでスタート地点まで

　移動。いよいよスタートだ。

　これから、この雄大な景色を堪能しながら走れると思

　うと「わくわく」する気持ちが溢れ出て来る。

　初日の第一ステージは１３ｋｍのオンロードコース。

　前日のブリーフィングで一部、「トンネル内を走るの

　で懐中電灯を必ず持って行くように！」との事。

　内心、長いトンネル内が真暗なはずが無いと思ってお

　りました。実はトンネルは3km以上もあり反射板しかな

　く懐中電灯無しにはとても走れない。小さな思い込みは

　通用しないことを思い知った。益々面白くなる予感だ。

〔スタート地点〕

　・ここでランナー12人が一斉に

　　スタートを切った

　〔トンネル前の絶景〕 〔反射板しかないトンネル内〕

 ･湖のように見えるがこれは

　海。周りの川から流れこむ

　淡水が多いのかあまり塩か

　らくない。

　　　〔ゴールはもう間近〕

〔ゴール地点の船着場より〕

☆程なく第1ステージは無事終了！

Øvre Årdal
・第1ステージから第4ステージまではここ
を拠点にレース。

Flåm
・第5ステージから最後の第7ステージまで
ここを拠点にレース。その後、表彰式を含
め最終日まで滞在。何でも揃う人気のキャ
ンプ場だ。我々を含め、国外の方も多い。

ソグネフィヨルド

ミュールダール



第２ステージ　7月12日　20km（6:40　13.0℃／71％RH　晴）

今日からトレイルコースだ！

・波が無い為、海面は鏡面のように周りの景色を

　映し出すし出す。

・書籍や観光ガイドでしか見たことの無い景色が

　目の前に広がっている事に感慨もひとしお。

　何万年もの間、氷河により削り取られ、形成さ

　れて発達してきた深い谷がフィヨルドだ。

　そこに海水が浸入して陸地の奥まで入り汲んだ

　湾を作る。

　益々地球の息吹を感じたくなってきました。

　・急な山道を上りきった所からの眺め

　　に息を呑む。
・主催者代表のポールさん 　・紅白のリボンを目印
　と、スタート前のツーシ 　　に山の奥へと･･
　ョット

　・雪道あり、がれ場あり、かなりハード。しかし、息を呑むこの景色は素晴らしい！
　　山の上は時折、冷たく強い風が吹き鳥肌が立つ。

　・雪解けの泉が所々、白銀と緑とブルーのコントラストが美しい。ゴールを目指し、山を下り
　　始めるとオールダールの町並みが見えてきた。



第３ステージ　7月13日　39km（7:00　16.9℃／75％RH 曇り後晴）
今大会中最も長いコース！

　・この日はキャンプサイトから直接スタート。
　　キャンプサイトから程近い所にも雄大な滝が轟音と飛沫を
　　あげている。マイナスイオンが豊富かも?!

・沢のほとりには色鮮やかな青紫のベロニカの花。長い雪道は慎重に前進だ！
　走りながらの勇壮な景色に･･･、しばし時間がたつのを忘れる。

・この景観！見てください。デジカメで写真を撮り始めるときりが無いほどである。
　山の斜面には所々、滝が見られる。

・トンネルの中はひんやり。今日の最長コースは走り終えると夕方、何度かコースアウ
　トを繰り返すも走り応えのある変化に富んだ印象的な1日となった。
　あまり人と出くわす事のない道のりをひた走る、贅沢でもあるが自然が相手、懐の深
　さ、優しさと厳かさ･･･地域によって環境も気候も様々だ。
　活かし活かされつつ、歴史を刻んで今のかたちがある･･･そんなことを考えてしまっ
　た。



第４ステージ　7月14日　25km（6:20　16.1℃／87％RH 曇り時々雨後晴）
レースも中盤戦！

・今日はアップ･ダウンの ・川の流れは激しく轟音をたて
　激しい難コース。 　ている。
　トレイルの極意だ！

・今日は朝から天気があまり良くない、というより今までが良すぎたのか？
　右側の写真は展望台からの撮影だが、谷底は霧に包まれ何も見えない。

　 ・民家のようだが･･･町からは相当離れている。
　小さな姉妹の女の子２人が、お菓子を差し入れてくれた。
　（＾＾）ありがとう。。。
・途中、ゴロゴロした石に足を取られ、「グキッ」と音が！左足を激しく挫いてしまい
　やばいくらいの激痛に襲われた。それでも、止まるわけには行かない。
　気を取り直し慎重に走る。

　　・ゴール後、再び激痛が･･･。
　　　かなり腫れているもよう。
　　　キャンプ場のすぐ傍に川があるのでとりあえず、川
　　　の冷たい水でアイシング。
　　　スタッフの医師に診て貰い、後ほど看護師にシップ
　　　とテーピングにて応急手当と痛み止めの頓服薬を頂
　　　いた。心強い医療スタッフだ。
　　　ドクターストップが掛かってしまわないか心配でし
　　　がそこは取り敢えずクリアできて「ホッ」と･･･。
　　　レース終了後、次のキャンプ地、フロムへ向け移動。



☆　夕方、フロム到着　☆

　〔　フロムキャンプ場　〕 ・観光ガイドにも登場している
　・フロムは住民500人ほどの小さな町だそうですがフロム鉄道、 　カフェ、エーグルブリッゲリ
　　豪華客船の発着点でもあり、スーパーやレストラン、カフェ、 　ここでランナー数人と自家製
　　ホテル、フロム鉄道博物館などがあり観光客でにぎやかだ。 　ビールで「乾杯」！

第５ステージ　7月15日　18km（7:00　16.6℃／78％RH 晴）
舞台は憧れのフロム。

　・周りの景色と実にマッチした ・川を上流に向ってひた
　　おしゃれな家だ。 　走る。

　・ここではハイカー達とよくす
　　れ違う、賑やかなコースだ。
　　奇岩に滝、細かいアップダウ
　　ンと変化に尽きることがない。

　・コース上には牛ものんびりとくつろいでいる。（おとなしいので心配要りません！）
 



　・足の痛みも忘れ、楽しく走れた。
　・コースの難易度を含め変化が大きいほど、景色の移り変わりが激しいほど ここでも１杯！

　　面白いのがネイチャーRUNの、そしてトレイルRUNの醍醐味だ！ 　　　ポールさんゴチです！

第６ステージ　7月16日　20km（6:10　15.8℃／90％RH 雨後曇り）
今日は霧が深く視界も悪い為、最終コースと入れ替え

　・フロム駅周辺はいつも賑やかだ。今日のコース、実はフロム鉄道に乗って終点のミュールダ
　　ールまで行き、そこからフロムキャンプ場までの20kmを走破するもの。
　　時間があれば、是非とも乗ってみたかった「フロム鉄道」に乗れると思うと嬉しくてたまら
　　い。テレビ番組の世界の車窓にて紹介されているのを見た事があり印象に残っていたのだ。

　・ヒョースの滝の前で列車は
　　5分ほど止まり、水飛沫を
　　浴びながら見学できる。

・ダイナミックなヒョースの滝
　水量が多く水力発電にも利用されている。

　・ミュールダール駅に到着
　・ミュールダール駅到着 　　する振り子式の山岳特急
　　夏というのに風が冷たい！ 　　ＢＭ７３型列車。



・車窓から絶景を眺めながらの1時間はあっという間に終了。
　いよいよレーススタート！
　ミュールダールは海抜８６６ｍ、フロムが海抜２m。ここからからキャンプ場まで下
　のみである。急な下りのがれ場は慎重に。。。

　・このフロムへ続く道はサイクリングするにも最適だ。
　　

　・急勾配のせいか、キャンプ場の前を流れる穏やかなフロム川のイメージとは程遠い激しい
　　流れである。

・フロム鉄道はアプト式(歯車）やロープを使わない鉄道
　では世界一の急勾配。完成までに20近くを要し、一人の
　工夫が固い岩盤を１ｍ掘り進むのに１ヶ月掛かったとさ

れる。

　　・列車は独特のエンジン
　　　でその到着がすぐ分か
　　　る。

　・殆んど下り道という事もあって２０ｋｍの工程はあっという間に終了した。

第７ステージ　7月17日　33km（7:45　16.4℃／84％RH 晴後曇り）
いよいよ最終回！

  ・昨日より幾分天気は回復し、今日は青空が見える。雲の掛かった険しい山々は大自然の息吹
　　を感じ、とても美しいものだ。物理的に不安定と思われる形状の山々も多くこれからも数百
　　年、数万年…と経過していく中で姿を変えていくのだろうか?



　・空気は澄みきっていて心地よい。肺胞の中まできれいになっていく様だ！

　・コースもバリエーション豊。このままずっと走っていたい・・・。　チェックポイント
　　　　にて記念撮影

　・湖のようなフィヨルドの先端部、この山を下るとフロムキャンプ場は近い。
　　7日間のステージ、合計１６８ｋｍ。いよいよクライマックスだ。
　　ゴールの瞬間、無事にゴールする事ができた安堵感と裏方で安全を確保しつつレースを支え
　　、ケアにも努めてくれたスタッフやサポーターの方々、共に汗を流し、レースを盛り上げた
　　ランナーの方々への感謝の念がこみ上げてくる。改めて感謝申し上げたい。
　　初めて訪れたノルウェーの地で、フィヨルドの美しさ、雄大さ、その時の風を肌で感じたこ
　　とは一生涯忘れることはないだろう。
　　ランナー12人は全員がリタイヤすることなく、澄み渡る空の下、無事完走出来たのである。

☆表彰式＆バーベキュー　　7月18日



　・フロムキャンプ場から程近い砂浜で、表彰式を兼ね、夕食はバーベキュー。
　　総合優勝はダニエルさん（中央）、第２位はクリスティーナさん（右側）男性を交えての　
　　快挙です。（私は傍らで走っていても段々付引き離されてしまいました。）
　　第３位はフィリップさん（左側）,写真右は優勝盾　※因みは私は１２人中６位でした。

　　〔　女性の部の表彰　〕 〔　サポーター　〕 　　〔　トークショー　〕

　・スタッフやサポーターの方々へも労いの品々が次々と手渡されて行きました。
　　バーベキューはノルウェー名物のサーモン（生食やムニエル）をはじめ、ピラフ?、etc、
　　ワイン等も振舞われ大いに盛り上がり楽しい、楽しい夕食となりました。

その他付録
　　・フロム

　・ストーン地球儀、水圧で浮かせてあり手で回す
　　ことができる。

　・フロム鉄道博物館で
　　は計画段階から竣工
　　までの歴史が垣間見
　　られる。

　・館内の展示物

　　・空港のあるベルゲン市内

　〔　世界遺産ブリッゲン　〕 　〔　町の様子　〕 〔フロイエン山頂から;320ｍ〕
　　　　



★最後に

　　・振り返ってみるとあっという間の楽しい「出来事」でした。
　　　楽しい「旅行」でした。
　　　そして、楽しい「ネイチャーＲＵＮ」でした。
　　　これは取りも直さず、レースを企画され、綿密に準備に当たった主催者スタッフ一同、
　　　ランナーを裏方で献身的に支えられてこられたサポーター、献身的にケアに当たって
　　　下さった医師や看護師のご尽力あっての成功です。
　　　共に汗を流し、共に激励し、共に達成感をわかち合ったランナー一同も然り。
　　　色々とお世話になりました。
　　　心より感謝申し上げます。
　　　更には、この大会への窓口として御準備、御足労頂きました（株）フリーマンの伊藤
　　　さんをはめ、「国境なきランナーズ」運営の方々へ、この場をお借りいたしまして御
　　　礼申し上げます。

　　有馬　一郎


